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１．全国川サミットとは
全国川サミットは、一級河川と同じ名称の自治

体同士の交流を通して、川の環境、流域の生活や
歴史への理解を深め、その普及啓発を目的に平成 4
年度から毎年持ち回りで開催されてきました。平
成 18 年度からは一級河川の流域内の自治体も参加
するようになりました。毎回、地域独自の工夫を
凝らしたテーマ設定のもとで、首長による意見交
換、生徒たちの環境学習の成果発表、行政職員や
有識者の基調講演など、充実したプログラム内容
となっています。

平成 29 年度から常設事務局が置かれることとな
り、（公財）リバーフロント研究所がその任を務め
ています。本稿では、常設事務局の活動内容と今
年度の実績を報告致します。

２．全国川サミット常設事務局の役割
全国川サミットは、開催地の自治体の方々の連

携のもと引き継がれてきました。これまでの開催
成果を共有し、今後の活動の発展に資するため、
常設事務局の設置が検討され、第25回全国川サミッ
ト連絡協議会総会において、当研究所が任命・承
認されました。開催自治体と共同で事務局を務め
ることに加え、次の活動を目的としています。

(1) 過去の開催資料の収集・整理・保管
(2) 全国川サミット開催・運営ノウハウの伝達
(3) 全国川サミットの開催プロセスに関するサ

ポート
(4) 開催地や連絡協議会に所属する自治体からの

問い合わせ対応

３．平成 29 年度の活動実績
今年度から上記の（1）～（4）の活動を開始し

ています。これまでに、第 1 回から第 28 回の開催
資料の収集・整理・保管、第 26 回全国川サミット
in 四万十の準備委員会への出席並びに運営サポー
ト、次回（第 27 回）の主催自治体である三次市に
対しては、企画や助成金申請に関する情報提供や
サポートを行いました。

４．今後に向けて
今後は、主催自治体や連絡協議会メンバーとよ

り密に連携し、継続参加の自治体間のネットワー
ク構築に務めると共に、情報発信に力を入れ、新
しい自治体加入に向けた呼掛けも進めて参ります。

全国川サミットに関するお問い合わせ先：
saji-f@rfc.or.jp（担当：佐治）

表－ 1　全国川サミットの開催状況
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